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＊アンケート結果の詳細については、別紙添付資料「研修会アンケートのまとめ」を参照。

総

評

受講者は講義を聞いているだけではなく、実践も交えて参加できたので、受け身の姿勢ではなく、積極的に意見や質問を発する

ことができたと思う。

演習が、誰にでも簡単に実践できる内容であったため、施設のレクリエーションやリハビリテーションに役立てることができる。

講師が、受講者のペースに合わせて、寄り添いながら進めてくれたので、皆が安心して研修に参加できた。

「研修の内容についてもっと知りたい。また参加してみたい。受講してよかった。」という意見が多かったため、次回も開催できれば

と思う。

１．研修内容と目的の一致
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～総合評価点～

分からない部分も丁寧に教えていただけた。
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令和5年　　7月　　7日

（研修会開催後の反省会での内容や研修委員としての感想等を記述）

研修委員
（氏名・施設名）

令和5年度第1回アクティビティ研修会

４．研修会の進め方

研修会の評価

２．講義に対する評価

令和5年6月13日（火）　13：00～16：00

県民活動総合センター　305セミナー室

湯川惠子氏

23名

研修会名

日　　　時

参加人数

研　修　会　報　告　書

３．グループワーク

研修会のテーマ

（公社）埼玉県介護老人保健施設協会

橋本　浩一

介護老人保健施設　かがやき会長　荒舩　丈一　様

アンケート回収枚数

会　　　場

講　　　師

徳永ユミ（すみよし）　中里まゆみ（瑞穂の里）

田口　佳子（欠席）（いぶき）　小山　大輔（志木瑞穂の里）　橋本　浩一(欠席）（かがやき）

レクリエーションの企画と実践の仕方を学ぶ


